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立命館大学立命館大学
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：公園

設置数
■公園 9　■児童遊園 23　■多目的広場 1

：児童遊園

：多目的広場

：元茨木川緑地

N
0ｍ 100ｍ 300ｍ 500ｍ

：中心市街地

児童遊園 /近隣公園の誘致距離
（半径 250ｍ）

都市公園の誘致距離
（半径 250ｍ）

茨木中心市街地　
公園・児童遊園MAP（2023 年）

凡例

・児童遊園と公園の違い

・代り映えの無い活動が生まれない児童遊園
児童遊園（じどうゆうえん）とは、児童福祉法第 40 条に規定されている児童厚生施設の一つで、児童の健
康増進や、情緒を豊かにすることを目的とし、児童に安全かつ健全な遊び場所を提供する屋外型の施設である。
主にブランコ、砂場、すべり台の 3種がどの児童遊園にも設置され同じ光景が各所にみられる。

児童遊園

公園
目的：人の憩いを目的に作った庭園や遊園地　対象：全て

目的：遊ぶことを目的に造った施設　　対象：児童

a. 都市の余白を能動的な空間に ｂ. 個性を持った児童遊園のネットワーク化
現在の中心市街地に点在する児童遊園には個性がなく、それぞれの関係が希薄
である。児童遊園それぞれに固有の特性を持たせることで各児童遊園単体では
完結しないネットワーク化された（面的に豊かな）まちを目指す。

都市の余白は自由であり可能性がありふれた場所であるは
ずである。そんな都市の余白の最たるものが児童遊園では
ないだろうか。しかし、今日の児童遊園はルールが制定さ
れ機能が制限された物しかない極めて受動的な余白になっ
てしまった。そんな児童遊園を住民が能動的に活動（スポー
ツ）ができる余白へと再編させる。

モノ思考で作られた児童遊園をその場に対するコトに対応して活動できる空間を構成する

児童遊園を公共資源と捉え、多様に変化する時代に合わせ活動を行うことができる場へと再編する

看板：ルールを制限 遊具：遊び方を制限

活動が生まれない児童遊園 役割の異なる繋がった児童遊園
例）A園：ストリートスポーツ　B園：芝生広場
　　C園：歩行空間　D園：親水空間　　など

舗装：行動を制限

ｃ. 場の作り方

ｄ. 運営 / 活用方法　行政、専門家協力のもと住民主導の活動的な児童遊園運営を目指す

現：機能的価値（モノ思考）現：機能的価値（モノ思考） 提案：意味的価値（コト思考）提案：意味的価値（コト思考）

中心市街地にある都市公園の種類

・住区基幹公園 街区公園
近隣公園
地区公園

総合公園
運動公園

・都市基幹公園

現状現状 提案提案

コ ト マ チ 計 画

境界を分けるモノ

活動に利用するモノ
活動に利用するモノ

境界を分けるモノ 1つ、遊ぶモノ 1つを見てもコトの違いによってデザインの仕方は多種多様である。
児童遊園が立地する場所それぞれの個別解（活動 /スポーツの仕方）がある。

モノモノ

A公園 B公園 C公園

A公園 B公園 C公園
境界を分けるモノ

ブロック塀 目隠しフェンス

斜面遊具（すべり台・ブランコ） 林 芝生

ネット 水路

視界を遮りたい 境界を示したい外部から守る
コトコト

モノモノ

A公園 B公園 C公園

A公園 B公園 C公園

体を使って ボールを使って自然に触れながら
コトコト

コトリスト（例）
○○児童遊園 /○○㎡
・まちの抜け道として散歩に利用
・住宅街なので夜は消灯
・健康器具が壊れている
・園内でヨガサークルを開きたい
・風通しが良い
・ボール遊びを許可してほしい

運営協力
コトリストの
提出

提案

整備

利用 運営

住民
（遊園会）

専門家
（建築）

行政
（公園課）

設計

遊園会
児童遊園が立地する街区を構成する住宅
の住民で成り立つ。児童遊園に対する課
題や要望を話し合い、コトリストとして
専門家に提出。

：遊園会

：児童遊園

行政が決定行政が決定 住民が決定住民が決定

053

下中条児童遊園

下中条町
832 世帯 2040 人

上泉町児童遊園
上泉町第二児童遊園
上泉町第三児童遊園

上泉町北児童遊園

上泉町
656 世帯 1553 人

大住町児童遊園

大住町
679 世帯 1134 人

小川町児童遊園

小川町
572 世帯 1211 人

奈良町第一児童遊園

奈良町
943 世帯 1953 人

奈良町第二児童遊園

竹橋町
905 世帯 1735 人

駅前 1丁目
547 世帯 1083 人

駅前 2丁目
324 世帯 542 人

駅前 4丁目
242 世帯 544 人

駅前ちびっこ広場

駅前 3丁目
223 世帯 404 人

上中条 1丁目
505 世帯 979 人

上中条ちびっこ広場

上中条公園

高架下 2号公園

高架下 1号公園

東駅前公園

竹橋公園

竹橋児童遊園

中央公園

おにくる

東中条公園
中条多目的広場中条多目的広場

上中条 2丁目
532 世帯 1192 人

新庄町
346 世帯 623 人

大手町
516 世帯 961 人

別院町
442 世帯 683 人

片桐町
367 世帯 828 人

宮元町
407 世帯 715 人

若草町
318 世帯 633 人

東宮町
316 世帯 751 人

東中条町児童遊園

東中条町
1222 世帯 3231 人

東中条第二児童遊園
東中条第三児童遊園
東中条第四児童遊園

下中条第二児童遊園

戸伏町第二児童遊園

戸伏町
380 世帯 770 人

戸伏町第三児童遊園

六軒町橋児童遊園

元町
574 世帯 974 人

岩倉町
282 世帯 566 人

西中条町児童遊園
西中条町北児童遊園

西中条町
1176 世帯 2438 人

新中条町児童遊園

新中条町
990 世帯 2222 人

岩倉公園

永代町
226 世帯 352 人

0-14 歳 40 人

0-14 歳 113 人

0-14 歳 35 人

0-14 歳 131 人

0-14 歳 246 人

0-14 歳 398 人

0-14 歳 402 人

0-14 歳 378 人
0-14 歳 498 人

0-14 歳 190 人

0-14 歳 87 人

0-14 歳 106 人

0-14 歳 160 人

0-14 歳 100 人
0-14 歳 49 人

0-14 歳 48 人

0-14 歳 71 人

0-14 歳 111 人

0-14 歳 205 人

0-14 歳 130 人
0-14 歳 76 人

0-14 歳 66 人

0-14 歳 117 人

0-14 歳 52 人

0-14 歳 137 人

本町
380 世帯 575 人

0-14 歳 38 人

年少人口率

17％

年少人口率

11％

年少人口率

9％

年少人口率

12％

年少人口率

16％

年少人口率

6％
年少人口率

18％

年少人口率

18％

年少人口率

13％

年少人口率

19％

年少人口率

15％
年少人口率

8％

年少人口率

12％
年少人口率

12％

年少人口率

10％

年少人口率

11％

年少人口率

10％

年少人口率

16％

年少人口率

7％

年少人口率

11％

年少人口率

14％

年少人口率

12％

年少人口率

18％
年少人口率

9％
年少人口率

11％

年少人口率

10％
奈良東公園 0-14 歳 194 人

公園面積 3730 ㎡

公園面積 350 ㎡
公園面積 420 ㎡

公園面積 30000 ㎡

公園面積 900 ㎡ 0.37 ㎡ / 人
0.41 ㎡ / 人

1.75 ㎡ / 人

10.64 ㎡ / 人

25.74 ㎡ / 人 0.21 ㎡ / 人

0.58 ㎡ / 人

53.00 ㎡ / 人

0.16 ㎡ / 人

1.91 ㎡ / 人

公園面積 0㎡ 0.00 ㎡ / 人

公園面積 0㎡ 0.00 ㎡ / 人

公園面積 0㎡ 0.00 ㎡ / 人

公園面積 0㎡ 0.00 ㎡ / 人

公園面積 0㎡ 0.00 ㎡ / 人

公園面積 0㎡ 0.00 ㎡ / 人

公園面積 0㎡ 0.00 ㎡ / 人
公園面積 0㎡ 0.00 ㎡ / 人

公園面積 0㎡ 0.00 ㎡ / 人
公園面積 0㎡ 0.00 ㎡ / 人

1.68 ㎡ / 人
1.29 ㎡ / 人

0.71 ㎡ / 人 0.44 ㎡ / 人

公園面積 0㎡ 0.00 ㎡ / 人

0.35 ㎡ / 人

1.01 ㎡ / 人
公園面積 830 ㎡

公園面積 3250 ㎡

公園面積 4300 ㎡

公園面積 14000 ㎡

公園面積 2000 ㎡
公園面積 2000 ㎡

公園面積 810 ㎡ 公園面積 340 ㎡

公園面積 1000 ㎡

公園面積 200 ㎡

公園面積 1900 ㎡

年少人口率

13％

元茨木川緑地元茨木川緑地

JR 茨木駅JR 茨木駅

阪急茨木市駅阪急茨木市駅

安威川安威川

①東中条児童遊園
・東中条町
・220 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　砂場
　ブランコ
　輪くぐり

・東中条町
・250 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　ブランコ
　鉄棒
　

・下中条町
・530 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　うんてい

・西中条町
・100 ㎡
・砂場
　鉄棒
　物置

・新中条町
・350 ㎡
・ベンチ
　健康器具

・上泉町
・110 ㎡
・滑り台
　砂場
　スイング遊具

・上泉町
・1400 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　砂場
　ブランコ
　物置

・奈良町
・350 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　砂場
　ブランコ
　鉄棒

・戸伏町
・170 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　砂場
　シーソー
　スイング遊具

・竹橋町
・300 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　砂場
　藤棚

・小川町
・420 ㎡
・ブランコ
　滑り台
　砂場
　ジャングルジム
　保安林

・上中条 2丁目
・100 ㎡
・滑り台
　砂場

・東中条町
・280 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　砂場
　パーゴラ
　物置

・東中条町
・100 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　砂場

・下中条町
・300 ㎡
・ベンチ
　テーブル
　パーゴラ
　

・西中条町
・800 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　スイング遊具

・上泉町
・190 ㎡
・滑り台
　鉄棒
　シーソー

・上泉町
・300 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　鉄棒
　シーソー
　スイング遊具

・大住町
・810 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　鉄棒
　シーソー
　東屋

・東中条町
・380 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　砂場
　ブランコ
　シーソー

・戸伏町
・170 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　砂場
　ブランコ
　シーソー

・元町
・200 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　シーソー
　東屋

・駅前 2丁目
・170 ㎡
・ベンチ
　滑り台
　砂場
　ブランコ

・東中条町
・1300 ㎡
・ベンチ
　土俵

②東中条第二児童遊園

③東中条第三児童遊園 ④東中条第四児童遊園

⑤下中条児童遊園 ⑥下中条第二児童遊園

⑦西中条町児童遊園 ⑧西中条町北児童遊園

⑨新中条町児童遊園 ⑩上泉町児童遊園

⑪上泉町第二児童遊園 ⑫上泉町第三児童遊園

⑬上泉町北児童遊園 ⑭大住町児童遊園

⑮奈良町第一児童遊園 ⑯奈良町第二児童遊園

⑰戸伏町第二児童遊園 ⑱戸伏町第三児童遊園

⑲竹橋町児童遊園 ⑳六軒町橋児童遊園

㉑小川町児童遊園 ㉒駅前ちびっこ広場

㉓上中条ちびっこ広場 a中条多目的広場

町

1000 人

10 人以上訪問者がいた公園 /児童遊園

100 人

公園
中央公園、岩倉公園を始めとして中心市街地の西部
に多く分布している。おにくるの完成によって 1人
当たりの公園面積は増加する見込みである。

商店街付近を除きまんべんなく分布している。
１園当たりの面積が平均で○○㎡であり、児童に
取っては十分な広さとは言えない。

人口は中心市街地の北東部、南西部が比較的多くさ
らに年少人口率はまちが新しい南西部が高い。これ
にはOIC の影響や付近の再開発が影響している。

半数以上の児童遊園が 300 ㎡未満であり環境が整っているとは言えない

総世帯 /総人口：14,902 世帯 /30,692 人
総公園面積：約 66,030 ㎡
1 人あたり公園面積（元茨木川緑地を除く）：約 2.2 ㎡ / 人

中心市街地

児童遊園の面積分布

児童遊園・広場レポート

中心市街地内の児童遊園数 利用されていた児童遊園数 児童遊園の利用率

23ヶ所 4ヶ所

児童遊園

0

1

2

3

4

5

6

7

8

〔㎡〕

〔数〕

茨木市中心市街地の　人口 /年少人口比率 /公園面積 /公園間距離　データから各園、各場所に必要な活動の場を考察する

奈良町第二児童遊園

上中条公園

高架下 2号公園

徒歩 5分以内徒歩 5分以内

徒歩 10 分以内徒歩 10 分以内

中条多目的広場

高架下 1号公園

東駅前公園

竹橋公園

中央公園（いばラボ含む）

おにくる

東中条公園

岩倉公園

奈良東公園

下中条児童遊園

上泉町児童遊園

上泉町第三児童遊園

上泉町第二児童遊園上泉町北児童遊園

大住町児童遊園

公園間徒歩ネットワーク

駅前ちびっこ広場

上中条ちびっこ広場

戸伏町第二児童遊園

戸伏町第三児童遊園

六軒町橋児童遊園

西中条町北児童遊園

西中条町児童遊園

竹橋町児童遊園

東中条児童遊園
第 4

第 2第 1

下中条第二児童遊園

奈良町第一児童遊園

第 3

小川町児童遊園
新中条町児童遊園

東中条町東中条町

面積 100 ㎡面積 100 ㎡

位置位置

コトリスト
30分間で訪れた人数→0人
・周辺には乳母車の親子
→柵により入りづらい
・園内のゴミ庫にゴミ収集車
・隣家の住民が洗濯物干し
・風が抜ける

30 分間で訪れた人数→0人
　　　　 通り抜けた人数→6人
・学校帰りの小学生が通り抜け
・児童遊園の前で井戸端会議
・前面道路の通行量が増える
・隣家の住民が庭で水やりする音

能動的な公園の始まり

需要・環境の変化

能動的な公園に気付き始める

植木鉢を持ち寄り始める

次第にまちに人があふれ出す

新たな課題に直面する

コトリストの作成

専門家による新たな提案

30分間で訪れた人数→0人
　　　　 通り抜けた人数→1人
・帰りのサラリーマンが通り抜け
・街灯が無く非常に暗い
→隣家の窓からの明かりのみ
・車の通らずとても静か
・視界が通りづらく危なさもある

平日　午前 9:00 ～ 9:30平日　午前 9:00 ～ 9:30

平日　午後 16:00 ～ 16:30平日　午後 16:00 ～ 16:30

平日　午後 23:00 ～ 23:30平日　午後 23:00 ～ 23:30

期待する能動的行為 /活動

新技術の利用

Ⅰ簡易制作物

Ⅱ斜面によって
　生まれる活動

a. 傾斜ベンチ b.2 段ベンチ c. ゴミ庫ベンチ

d. 簡易棚 e. えんがわ

①座りやすい（ヨガ）②寝転がる（昼寝）

④長時間は困難
（ストリートスポーツ）

③快適に座れる（会話） ⑤滑り台の上限
（そりすべり）

園内に点群センサーを設置するこ
とで活動の制限を設けずとも公園
内の秩序を保ち、また各園をネッ
トワーク化する役割を果たす。

f. ターフ

・現在の利用方法：カフェ

・形態：屋内

・人込み：●●〇〇〇

・天気：晴れ

・気温：19℃（室内）

・今後の予想：夜にかけて BAR に転換

LIVE 映像LIVE 映像

C広場C広場A広場A広場

LIVE 映像LIVE 映像
・現在の利用方法：広場

・形態：屋外

・人込み：●〇〇〇〇

・天気：晴れ

・気温：24℃

・今後の予想：夕方から学生来訪

LIVE 映像LIVE 映像

B広場B広場

・現在の利用方法：スポーツ利用

・形態：屋外

・人込み：●●●●〇

・天気：晴れ

・気温：23℃

・今後の予想：ペット散歩が多く来訪

プロジェクター

民家

700
1200

1000
1500 500

民家

③③③

AA

A’A’

+700+700

±0±0

設計案設計案 1ヶ月後1ヶ月後

1ヶ月後1ヶ月後

1年後1年後

20 年後20 年後

住民が屋外で活動をし始める住民が屋外で活動をし始める

スポーツに親しめる場となるスポーツに親しめる場となる

まちのオアシスとなるまちのオアシスとなる

+700+700

±0±0

±0±0

-500-500

+700+700

aa

bb

-1500-1500

±0±0

±0±0

20 年後20 年後

まちの高齢化が進む

徒歩圏内に自然を求める声

南側をビオトープ

北側を親水空間に

まちのオアシスとなる

次の課題に直面

10％  5.7°10％  5.7° 20％  11°20％  11°

50％   26.6°50％   26.6°33％   18.3°33％   18.3° 99％   45°99％   45°

点群センサー

-1500-1500

-500-500

300

ゴミ置き場ゴミ置き場

-1500-1500

⑤⑤⑤

①①①
②②②

④④④±0±0

-500-500

空地

歩道

車道

cc

EE

ff

ストリートスポーツストリートスポーツ

ヨガヨガ

そりすべりそりすべり

昼寝昼寝

クライミングクライミング

栽培栽培

様々な活動が生まれる児童遊園へと生まれ変わる様々な活動が生まれる児童遊園へと生まれ変わる

053


